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一　

研
究
の
概
要

　

木
津
宗
詮
家
（
以
下
、
木
津
家
と
省
略
）
は
、
近
世
後
期
に
始
ま
り
当
代
で
六
代
を
数
え
る
、
大
阪
を
代
表
す

る
茶
家
で
あ
る
。
木
津
家
に
は
茶
の
湯
関
係
の
文
書
群
や
図
面
類
が
大
量
に
現
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
述
の
よ

う
に
、
木
津
家
は
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
大
坂
屈
指
の
豪
商
で
あ
っ
た
平
瀬
家
（
千
草
屋
）
と
茶
の
湯
の
上
で

非
常
に
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
二
〇
〇
八
年
に
武
者
小
路
千
家
、
財
団
法
人
官
休
庵
、
他
の
後
援
の

下
に
催
さ
れ
た
大
阪
歴
史
博
物
館
企
画
の
特
別
展
「
な
に
わ
人
物
誌 

没
後
一
〇
〇
年　

最
後
の
粋
人　

平
瀬
露
香

展
」
に
協
力
者
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
が
所
縁
で
、
木
津
家
伝
来
の
文
書
群
や
図
面
類
が

大
阪
歴
史
博
物
館
へ
の
寄
託
に
向
け
て
始
動
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
本
研
究
は
、
寄
託
に
伴
う
整
理
に
先
立
ち
、

木
津
家
に
伝
来
し
て
き
た
茶
の
湯
に
関
す
る
文
書
群
と
図
面
類
に
つ
い
て
、
当
代
・
木
津
宗
詮
宗
匠
の
全
面
的
協

力
の
も
と
、
文
献
史
学
、
美
術
史
学
、
建
築
史
学
、
庭
園
史
学
と
い
う
多
面
的
観
点
か
ら
総
合
的
に
分
析
・
考
察
し
、

特
に
三
代
・
木
津
宗
詮
の
茶
の
湯
史
上
の
位
置
付
け
・
評
価
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
文
献
整
理
進
捗
状
況
と
そ
の
成
果
、
図
面
整
理
状
況
と
そ
の
成
果
に
つ
い
て
、
文
献
史
、
美
術
史
、
建
築
史
、

庭
園
史
の
各
観
点
か
ら
今
年
度
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

二　

木
津
家
と
文
書
類
に
つ
い
て

（
一
）
木
津
家
に
つ
い
て

　

当
代
で
六
代
を
数
え
る
木
津
家
は
、
武
者
小
路
千
家
流
門
人
筆
頭
格
の
茶
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
初
代
・

木
津
宗
詮
（
松
斎
、
安
永
四
年
～
安
政
二
年
・
一
七
七
五
年
～
一
八
五
五
年
）
は
、
浄
土
真
宗
西
本
願
寺
派
の
名

刹
で
あ
る
木
津
願
泉
寺
に
生
ま
れ
、
寺
を
弟
に
譲
っ
た
後
に
茶
家
と
し
て
大
成
し
た
人
物
で
あ
る
。
江
戸
で
出
雲

国
松
江
藩
藩
主
・
松
平
不
昧
（
寛
延
四
年
～
文
政
元
年
・
一
七
五
一
年
～
一
八
一
八
年
）
と
親
し
く
交
流
し
、
そ

の
示
唆
で
武
者
小
路
千
家
の
八
世
・
一
啜
斎
（
休
翁
、
一
七
六
三
年
～
一
八
三
八
年
）
に
入
門
し
、
後
に
は
紀
州

徳
川
家
に
出
仕
し
て
い
る
（
注
１
）
。

　

近
代
茶
道
史
に
お
い
て
は
、
木
津
家
は
平
瀬
露
香
（
天
保
一
〇
年
～
明
治
四
十
一
年
・
一
八
三
九
年
～
一
九
〇
八

年
）
と
の
関
係
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
。
大
坂
の
豪
商
千
草
屋
の
七
代
目
で
あ
る
露
香
は
、
明
治
時
代
の
関
西
財

界
の
重
鎮
で
あ
る
と
共
に
、
高
い
教
養
を
持
ち
、
多
く
の
名
物
茶
器
を
所
持
し
た
、
当
時
の
大
阪
を
代
表
す
る
数

寄
者
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
指
摘
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
通
り
（
注
２
）
、
平
瀬
家
は
代
々
武
者
小
路
千
家
流
の

茶
の
湯
を
た
し
な
ん
で
お
り
、
露
香
が
学
ん
だ
の
が
二
代
・
木
津
宗
詮
（
得
浅
斎
、
文
政
五
年
～
明
治
二
十
九
年
・

一
八
二
二
年
～
一
八
九
六
年
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
縁
か
ら
か
露
香
は
不
昧
に
私
淑
し
、
そ
の
扁
額
「
独
楽
庵
」
を

入
手
し
て
自
ら
の
庵
号
と
し
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
は
武
者
小
路
千
家
家
元
預
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
三
代
・
木
津
宗
詮
（
聿
斎
、
文
久
二
年
～
昭
和
十
四
年
・
一
八
六
二
～
一
九
三
九
）
は
、
近
代
に
お
け
る

茶
室
設
計
者
と
し
て
著
名
で
あ
る
（
注
３
）
。
代
表
作
と
し
て
は
、
貞
明
皇
后
の
「
秋
泉
亭
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

茶
道
史
に
お
け
る
木
津
家
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
大
坂
に
お
け
る
千
家
流
の
拡
張
と
い
う
点
が
重
要
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
江
戸
後
期
の
大
坂
に
お
け
る
茶
の
湯
に
つ
い
て
、
木
村
蒹
葭
堂
や
上
田
秋
成
に
代
表
さ

れ
る
煎
茶
人
の
動
き
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
「
天
下
の
台
所
」
大
坂
の
主

役
と
も
い
え
る
「
十
人
両
替
」
ら
に
注
目
す
る
と
、
多
く
の
豪
商
た
ち
が
抹
茶
の
世
界
に
親
し
ん
で
い
た
。

　

そ
の
江
戸
中
期
の
大
坂
の
茶
道
界
で
は
、
藤
村
庸
軒
の
子
息
で
あ
る
藤
村
正
員
（
慶
安
三
年
～
享
保
十
八
年
・

一
六
五
〇
年
～
一
七
三
三
年
）
、
遠
州
流
の
青
木
宗
鳳
（
元
禄
三
年
～
寛
政
五
年
・
一
六
九
〇
年
～
一
七
六
六
年
）（
注

４
）
ら
の
活
動
が
目
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
展
開
は
、
千
家
流
の
拡
大
が
顕
著
で
あ
っ

た
。
表
千
家
で
は
、
七
代
・
如
心
斎
（
天
然
、
宝
永
二
年
～
宝
暦
元
年
・
一
七
〇
五
年
～
五
一
年
）
と
縁
戚
関
係
に
あ
っ

た
住
山
楊
甫
（
天
明
二
年
～
安
政
二
年
・
一
七
八
二
年
～
一
八
五
五
年
）
、『
茶
道
筌
蹄
』
の
著
者
で
あ
る
稲
垣
休
叟
（
明

和
七
年
～
文
政
二
年
・
一
七
七
〇
年
～
一
八
一
九
年
）
ら
二
名
の
高
弟
が
大
坂
に
居
住
し
て
お
り
、
同
流
の
普
及

に
つ
と
め
て
い
た
。
表
千
家
と
鴻
池
善
右
衛
門
家
の
結
び
つ
き
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
他
に
白
山
彦
三
郎
家
（
炭

彦
）
、
大
寺
四
郎
五
郎
家
ら
、
道
具
持
ち
で
知
ら
れ
た
豪
商
の
名
前
が
な
ら
ぶ
。
特
に
「
天
五
」
の
異
名
で
「
十
人

両
替
」
の
中
で
重
き
を
な
し
た
大
眉
五
兵
衛
家
（
天
王
寺
屋
）
は
、
表
千
家
の
門
人
で
あ
る
と
共
に
、
松
平
不
昧

と
も
関
係
が
深
く
、
明
治
期
に
雲
州
松
平
家
を
継
ぐ
松
平
直
亮
（
一
八
六
五
～
一
九
四
〇
）
が
一
時
期
養
子
に
入
っ

て
い
た
点
で
も
注
目
さ
れ
る
（
注
５
）
。
同
じ
く
裏
千
家
流
で
は
八
代
・
又
玄
斎
（
一
燈
、
享
保
四
年
～
明
和
八
年
・
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一
七
一
九
年
～
一
七
七
一
年
）
の
高
弟
で
あ
る
狩
野
宗
卜
（
寛
延
元
年
～
文
政
元
年
・
一
七
四
八
年
～
一
八
一
八

年
）
が
大
坂
で
活
動
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
住
友
吉
左
衛
門
家
（
泉
屋
）
も
入
門
し
て
い
る
（
注
６
）
。
こ
の
よ

う
に
江
戸
後
期
の
大
坂
に
お
け
る
千
家
流
の
拡
張
に
注
目
し
た
場
合
、
武
者
小
路
千
家
流
の
高
弟
で
あ
る
木
津
家

が
、
表
流
の
住
山
家
、
裏
流
の
狩
野
家
に
並
び
立
つ
と
い
う
図
式
が
見
え
て
く
る
。
初
代
木
津
宗
詮
が
出
身
地
で

あ
る
大
坂
に
戻
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
大
坂
に
お
け
る
千
家
流
拡
張
の
動
き
と
も
歩
調
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
た
め
木
津
家
の
文
書
群
は
、
こ
う
し
た
近
世
後
期
以
降
の
千
家
流
全
体
の
動
向
を
把
握
す
る
上
で
も
重

要
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
。

（
二
）
文
献
整
理
進
捗
状
況

　

木
津
家
に
伝
来
し
た
文
書
群
の
調
査
は
、
こ
れ
ま
で
本
格
調
査
に
先
立
つ
簡
易
目
録
の
作
成
を
行
な
い
つ
つ
、

総
数
の
把
握
を
目
指
し
て
き
た
。
共
同
研
究
助
成
を
得
た
今
年
度
は
、
大
阪
歴
史
博
物
館
へ
の
円
滑
な
移
管
の
一

助
と
な
る
様
、
簡
易
目
録
を
完
成
さ
せ
、
文
書
群
の
総
数
を
把
握
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
標
と
し
た
。
と
は
い
え
、

作
成
中
で
あ
っ
た
簡
易
目
録
は
、
自
治
体
史
誌
の
編
纂
時
や
博
物
館
施
設
等
に
古
文
書
が
寄
贈
・
寄
託
さ
れ
た
際

に
作
成
さ
れ
る
文
書
目
録
と
比
較
す
る
と
簡
略
す
ぎ
る
面
が
否
め
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
作
成
を
終
え
た
簡
易
目

録
の
内
容
を
充
実
さ
せ
、
そ
れ
を
元
に
雑
文
書
を
除
い
た
茶
書
目
録
を
作
成
す
る
準
備
を
進
め
る
と
共
に
、
具
体

的
に
茶
会
記
史
料
の
検
討
に
着
手
す
る
こ
と
も
目
標
と
定
め
て
い
た
。

　

文
書
群
は
簡
易
目
録
の
作
成
を
終
了
し
、
重
複
や
追
加
で
若
干
の
増
減
は
見
込
ま
れ
る
が
、
雑
文
書
も
含
め
て

約
一
七
〇
〇
点
前
後
の
数
に
登
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
次
い
で
、
目
録
の
充
実
化
と
茶
書
の
み
を
抽
出
し
た
目
録

作
成
に
向
け
て
の
取
り
組
み
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
順
調
と
は
い
い
が
た
い
。
今
後
、
必
要
に
応
じ
て
分
担
し
つ
つ
、

次
年
度
の
早
い
段
階
で
目
処
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
。
最
後
に
、
茶
会
記
史
料
の
検
討
だ
が
、
複
数
冊
残
る
茶
会

記
の
内
、
ま
ず
三
種
の
茶
会
記
を
検
討
す
る
こ
と
と
定
め
、
そ
の
輪
読
の
準
備
を
整
え
た
。

（
三
）
文
献
史
的
成
果

　

今
回
の
調
査
で
は
、
木
津
家
の
も
の
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
調
査
開
始
以
前
に
当
代
・
木
津
宗
詮
宗
匠
の
ご
教
示

に
よ
り
想
定
さ
れ
て
い
た
、
平
瀬
露
香
・
露
秀
親
子
に
関
わ
る
茶
会
記
や
備
忘
メ
モ
類
が
多
分
に
含
ま
れ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
露
香
・
露
秀
親
子
の
茶
会
記
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
平
瀬
露
香
個
人
に

止
ま
ら
ず
（
注
７
）
、
そ
の
つ
な
が
り
か
ら
見
て
、
初
代
か
ら
三
代
・
木
津
宗
詮
（
聿
斎
）
の
茶
の
湯
を
考
え
て
い

く
上
で
も
不
可
分
と
い
え
る
。

　

そ
こ
で
、
木
津
家
・
平
瀬
家
共
に
複
数
冊
残
存
す
る
茶
会
記
の
内
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
か
ら
明
治
九

年
（
一
八
七
六
）
ま
で
の
『
茶
燕
録
』
と
い
う
表
題
を
持
つ
三
種
の
茶
会
記
を
検
討
す
る
準
備
を
整
え
た
。
因
み
に
、

も
う
少
し
当
該
時
期
の
枠
を
広
げ
、
大
坂
（
大
阪
）
を
中
心
と
す
る
関
西
の
茶
の
湯
と
し
て
考
え
た
場
合
、
既
に

紹
介
と
指
摘
が
加
え
ら
れ
て
い
る
大
庭
家
の
茶
会
記
と
併
せ
て
見
て
い
く
こ
と
で
（
注
８
）
、
よ
り
重
層
的
な
理
解

を
可
能
に
す
る
も
の
と
い
え
る
。

　

な
お
収
集
さ
れ
た
茶
書
の
大
部
分
は
、
三
代
・
宗
詮
ま
で
の
段
階
で
蔵
書
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

蔵
書
の
構
成
経
緯
を
検
討
す
る
上
で
、
蔵
書
印
等
の
情
報
に
留
意
し
、
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　

更
に
、
木
津
家
に
そ
の
大
半
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
武
者
小
路
千
家
の
流
儀
誌
『
武
者
小
路
』
に
つ
い
て
、
欠
号

を
複
写
し
て
揃
え
、
研
究
可
能
な
状
態
と
し
た
。
こ
れ
ま
で
同
時
期
の
流
儀
誌
で
裏
千
家
の
『
茶
道
月
報
』
、
花
道
家
・

西
川
一
草
亭
に
よ
る
茶
の
湯
・
花
道
の
季
刊
誌
『
瓶
史
』
を
用
い
た
研
究
な
ど
が
知
ら
れ
る
が
（
注
９
）
、
『
武
者

小
路
』も
多
様
な
顔
触
れ
の
執
筆
陣
が
様
々
な
話
題
を
提
供
し
て
い
る
。
今
後
は
共
同
研
究
者
個
々
の
関
心
に
従
い
、

多
様
な
研
究
視
角
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

三　

三
代
宗
詮
の
建
築
と
庭
園
に
つ
い
て

（
一
）
図
面
整
理
進
捗
状
況

　

木
津
家
に
は
茶
室
、
邸
宅
、
庭
園
お
よ
び
道
具
に
関
す
る
図
面
類
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
大
部
分
は
茶
室
建

築
家
と
し
て
、
多
く
の
作
品
を
手
が
け
た
三
代
・
木
津
宗
詮
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
八
九
三
点

の
図
面
を
明
ら
か
に
し
、
一
応
の
整
理
を
行
な
っ
て
き
た
（
注
10
）
。
し
か
し
、
そ
の
後
ま
た
続
々
と
未
整
理
の

図
面
類
が
出
て
き
た
た
め
、
文
献
整
理
と
同
時
に
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
今
回
の
作
業
手
順
は
文
献
と
同
様
、
ま

ず
写
真
撮
影
を
行
な
い
、
後
に
写
真
を
も
と
に
図
面
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
た
。
図
面
写
真
撮
影
作
業
は
、
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図
面
番
号
、
図
面
全
体
、
細
部
と
い
っ
た
順
に
撮
影
し
、
細
部
に
つ
い
て
は
大
き
さ
に
よ
っ
て
文
字
が
判
読
で
き

る
程
度
ま
で
の
近
接
撮
影
と
し
、
全
体
を
分
割
的
に
撮
影
し
て
洩
れ
が
な
い
よ
う
に
努
め
た
。
比
較
的
機
械
的
な

作
業
の
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
図
面
の
多
く
に
皺
が
あ
り
、
そ
れ
を
伸
ば
し
て
の
撮
影
と
な
る
た
め
、
予
想
よ
り
多

く
の
時
間
を
要
し
た
。
ま
た
、
起
こ
し
絵
図
な
ど
撮
影
が
困
難
な
も
の
も
あ
る
。

　

写
真
撮
影
は
六
三
四
点
を
終
え
、
二
〇
〇
六
年
時
点
ま
で
に
整
理
し
、
一
応
の
リ
ス
ト
化
が
で
き
て
い
る
図
面

八
九
三
点
と
併
せ
て
計
一
五
二
七
点
と
な
っ
た
。
未
撮
影
図
面
は
数
十
点
程
度
の
起
こ
し
絵
図
を
中
心
と
し
た
も

の
と
な
っ
た
。

　

青
焼
き
図
面
な
ど
も
含
ま
れ
る
た
め
、
今
後
重
複
し
て
い
る
図
面
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
ま
ず
は
簡
易

リ
ス
ト
の
作
成
と
そ
の
充
実
化
が
目
下
の
課
題
で
あ
る
。
現
時
点
で
今
年
度
撮
影
分
の
リ
ス
ト
化
は
未
着
手
で
あ

る
が
、
四
月
中
を
目
途
に
簡
易
リ
ス
ト
だ
け
で
も
終
わ
ら
せ
た
い
。

（
二
）
遺
構
調
査
報
告

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
三
代
・
宗
詮
に
よ
る
建
築
作
品
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
い
く
つ
か
の
物
件
に
つ

い
て
実
測
調
査
を
行
な
っ
て
き
た
（
注
11
）
。
今
年
度
に
調
査
で
き
た
物
件
は
、
岡
山
県
岡
山
市
の
少
林
寺
「
三
猿

堂
」
及
び
後
楽
園
「
茶
祖
堂
」
の
二
件
で
あ
る
。
京
阪
神
と
東
京
以
外
に
三
代
・
宗
詮
の
関
わ
り
深
い
地
域
に
香

川
と
岡
山
が
あ
り
、
い
つ
ざ
う
「
岡
山
と
父
」
（
『
武
者
の
小
路
』
昭
和
十
四
年
十
一
月
）
に
よ
る
と
岡
山
に
設
計

し
た
作
品
は
「
三
猿
堂
」
、
星
島
邸
茶
室
、
山
崎
定
太
郎
邸
茶
室
、
松
本
眞
治
邸
茶
室
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
三
代
・

宗
詮
の
代
表
作
と
な
る
貞
明
皇
后
の
「
秋
泉
亭
」
の
設
計
は
、
山
崎
邸
茶
室
で
行
わ
れ
た
こ
と
も
判
明
し
、
当
時

岡
山
茶
道
界
に
お
い
て
重
き
を
な
し
た
山
崎
氏
と
の
深
い
関
係
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
市
内
は
戦
災
で

ほ
ぼ
全
て
が
焼
失
し
て
お
り
、
上
記
物
件
は
全
て
絶
望
的
で
あ
っ
た
が
、
少
林
寺
の
「
三
猿
堂
」
の
み
現
存
し
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
年
度
は
研
究
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
在
住
す
る
岡
山
の
「
少
林
寺
」
を
調

査
対
象
に
選
定
し
、
少
林
寺
の
快
諾
も
得
て
、
無
事
実
測
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
後
楽
園
に
お
い
て
、
三
代
・
宗
詮
は
そ
こ
で
家
元
に
よ
る
献
茶
の
補
佐
を
し
て
い
る
。
後
楽
園
は
岡
山

の
茶
文
化
に
と
っ
て
も
中
核
的
な
場
所
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
重
要
性
か
ら
、
同
園
の
確
認
と
と
も
に
、
「
茶

祖
堂
」
を
調
査
対
象
物
件
に
選
定
し
、
後
楽
園
の
協
力
を
得
て
無
事
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

な
お
、
河
内
長
野
吉
年
邸
に
も
当
代
・
宗
詮
宗
匠
と
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
、
庭
園
を
含
め
た
詳
細
調
査
の
約
束

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
三
）
建
築
史
的
成
果

少
林
寺
「
三
猿
堂
」
と
亭　

「
三
猿
堂
」
は
二
畳
台
目
、
伊
木
三
猿
斎
の
像
を
納
め
る
。
堂
形
式
の
も
の
で
は
、

表
千
家
や
裏
千
家
の
利
休
堂
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
か
つ
て
後
楽
園
に
あ
っ
た
利
休
堂
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
建

物
全
体
は
単
純
な
長
方
形
で
、
水
屋
と
茶
室
の
み
納
め
る
小
規
模
な
も
の
で
あ
る
が
、
茶
室
内
部
は
変
化
に
富
ん

で
い
る
。
中
柱
を
備
え
、
炉
を
向
切
と
し
、
火
灯
形
の
茶
道
口
、
躪
口
、
貴
人
口
を
備
え
、
天
井
は
点
前
座
を
矢

羽
根
網
代
の
落
天
井
、
客
座
は
一
面
杉
板
の
竿
縁
平
天
井
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
猿
斎
の
像
を
床
脇
へ
収
め

て
い
る
の
が
も
っ
と
も
特
徴
的
な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
納
め
方
も
斜
め
に
し
て
い
る
の
が
そ
の
特
異
性
を
強

め
て
い
る
。
境
の
建
具
の
桟
の
中
心
を
太
く
し
、
両
引
き
に
見
せ
て
い
る
が
実
は
片
引
き
な
の
も
お
も
し
ろ
い
工

夫
で
あ
る
。
茶
室
の
外
を
見
る
と
、
軒
下
の
空
間
を
存
分
に
と
り
、
正
面
に
灯
籠
を
据
え
、
そ
れ
を
く
る
り
と
廻

る
様
に
本
堂
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
岩
盤
か
ら
水
が
湧
き
出
す
仕
掛
け
は
水
道
管
を

埋
め
込
ん
で
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

亭
は
「
三
猿
堂
」
か
ら
少
し
離
れ
て
、
本
坊
か
ら
の
庭
園
の
景
色
に
と
け
込
ん
で
斜
面
上
方
に
佇
む
。
恐
ら
く

こ
の
亭
も
同
時
期
に
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
平
面
は
二
畳
隅
切
で
、
洞
庫
を
備
え
た
侘
び
た
空
間
で
、
小
さ

い
が
水
屋
や
蹲
踞
も
備
え
て
い
る
。
大
き
な
丸
窓
を
あ
け
、
藁
葺
き
宝
形
と
し
て
い
る
の
は
庭
園
に
景
色
を
添
え

る
た
め
で
あ
ろ
う
。

後
楽
園
「
茶
祖
堂
」　

「
茶
祖
堂
」
は
後
楽
園
の
一
画
に
立
つ
。
利
休
に
加
え
栄
西
も
祀
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

焼
失
前
の
「
利
休
堂
」
か
ら
「
茶
祖
堂
」
へ
と
名
前
を
変
え
た
ら
し
い
。
設
計
は
京
都
の
数
寄
屋
師
笛
吹
嘉
一
郎
で
、

笛
吹
家
に
昭
和
三
十
六
年
付
の
設
計
図
が
現
存
す
る
。
そ
の
図
面
図
と
現
状
の
照
合
作
業
を
し
た
が
、
構
成
、
寸

法
と
も
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
変
更
は
な
か
っ
た
。
平
面
は
五
畳
半
台
目
で
あ
る
が
、
表
千
家
「
祖
堂
」
が
基

本
に
あ
る
と
考
え
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
上
段
の
向
こ
う
に
正
対
し
て
堂
を
設
け
、
円
窓
を
開
け
、
そ
の
下
は
腰
板
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を
立
て
お
り
、
点
前
座
の
位
置
や
向
き
と
と
も
に
「
祖
堂
」
と
が
共
通
す
る
構
成
と
言
え
る
。
一
方
で
平
面
を
大

き
く
し
、
板
床
を
上
段
側
で
な
く
客
座
側
に
向
け
、
点
前
座
は
道
安
囲
に
し
な
い
な
ど
、
相
違
点
も
多
い
。
点
前

座
は
中
柱
を
備
え
た
上
げ
台
目
切
、
天
井
は
真
行
草
の
三
段
構
成
で
、
躪
口
、
貴
人
口
、
方
立
の
茶
道
口
、
火
灯

の
給
仕
口
を
備
え
る
。
こ
の
よ
う
な
出
入
口
や
天
井
構
成
は
、
上
記
の
「
三
猿
堂
」
に
比
べ
て
一
つ
ず
つ
要
素
が

多
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
変
化
に
富
む
印
象
を
与
え
な
い
の
は
嘉
一
郎
な
ら
で
は
と
言
え
る
が
、
「
三
猿
堂
」
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
平
面
に
斜
め
の
要
素
を
入
れ
な
い
こ
と
と
、
「
祖
堂
」
の
よ
う
に
板
床
を
入
り
組
ん
だ
構
成
に
せ

ず
、
上
段
と
間
口
幅
を
そ
ろ
え
て
い
る
事
な
ど
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

（
四
）
庭
園
史
的
成
果

　

庭
園
史
の
観
点
か
ら
は
、
木
津
宗
詮
に
関
す
る
具
体
的
課
題
は
三
点
を
設
け
た
。
す
な
わ
ち
、
①
庭
園
設
計
手

法
の
解
読
（
図
面
資
料
の
分
析
に
よ
る
地
割
構
成
、
地
物
配
置
上
の
規
則
性
の
明
確
化
）
、
②
庭
園
の
作
風
・
作
品

性
の
明
確
化
（
宗
詮
に
共
通
す
る
庭
園
空
間
の
組
み
立
て
方
、
細
部
意
匠
の
特
徴
整
理
）
、
③
近
代
庭
園
史
上
に
お

け
る
宗
詮
の
位
置
づ
け
と
評
価
（
他
の
庭
園
作
家
等
と
の
比
較
検
討
に
よ
る
宗
詮
の
相
対
的
評
価
）
、
で
あ
る
。

　

上
記
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
今
年
度
は
、
木
津
家
所
蔵
の
図
面
資
料
整
理
と
各
種
文
献
の
調
査
か
ら
、

三
代
・
宗
詮
庭
園
作
品
一
覧
表
を
作
成
し
た
。
現
時
点
で
六
十
五
庭
園
の
リ
ス
ト
化
を
お
こ
な
っ
た
が
、
こ
れ
は

宗
詮
の
庭
園
研
究
の
基
礎
資
料
と
な
る
成
果
で
あ
る
。
こ
の
一
覧
表
を
も
と
に
、
今
年
度
は
三
代
・
宗
詮
の
庭
園

に
つ
い
て
、
現
地
調
査
と
図
面
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。

　

現
地
調
査
は
粉
川
氏
庭
園
（
奈
良
県
奈
良
市
）
、
四
天
王
寺
本
坊
庭
園
（
大
阪
府
大
阪
市
）
、
旧
野
口
氏
庭
園
（
奈

良
県
奈
良
市
）
、
旧
山
田
氏
庭
園
（
奈
良
県
奈
良
市
）
の
四
例
に
つ
い
て
実
施
し
た
。
調
査
の
結
果
、
宗
詮
の
地
割

構
成
上
の
特
徴
と
し
て
、
①
開
放
的
な
芝
生
園
地
を
主
要
構
成
と
す
る
こ
と
、
②
緩
曲
線
の
回
遊
園
路
を
多
用
す

る
こ
と
、
③
蛇
行
す
る
流
れ
（
枯
流
れ
、
池
を
取
設
す
る
場
合
も
あ
る
）
を
効
果
的
に
用
い
る
こ
と
、
と
い
う
三

点
が
各
事
例
に
共
通
し
、
明
治
～
昭
和
初
期
に
活
躍
し
た
七
代
・
小
川
治
兵
衛
、
本
井
政
五
郎
、
小
平
義
近
と
い
っ

た
近
代
造
園
家
の
手
法
と
も
酷
似
す
る
点
が
判
明
し
た
。

　

次
に
、
木
津
家
所
蔵
の
図
面
類
の
整
理
か
ら
は
十
八
事
例
の
庭
園
設
計
図
を
確
認
し
た
が
、
こ
の
う
ち
地
割
構

成
の
全
体
像
が
確
認
で
き
た
一
〇
庭
園
に
つ
い
て
図
面
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。
分
析
対
象
は
五
風
荘
庭
園
（
大
阪

府
岸
和
田
市
）
、
鞆
氏
庭
園
（
所
在
地
不
明
）
、
星
嶋
氏
庭
園
（
岡
山
県
）
な
ど
で
あ
る
。
ま
ず
、
各
庭
園
に
共
通

す
る
こ
と
は
、
設
計
の
ベ
ー
ス
と
し
て
グ
リ
ッ
ド
を
図
面
に
割
付
け
た
う
え
で
、
庭
園
の
地
割
構
成
を
描
い
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
グ
リ
ッ
ド
の
大
き
さ
は
、
共
通
し
て
六
尺
（
約
一
・
八
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
り
、
建
築
の
柱
間
寸
法

を
庭
園
設
計
の
構
成
単
位
と
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
グ
リ
ッ
ド
の
割
り
付
け
に
際
し
て
は
、
庭
園
の
ほ

ぼ
中
央
部
の
建
物
隅
の
柱
と
グ
リ
ッ
ド
の
交
点
と
が
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
グ
リ
ッ
ド
の
基
準
線
は
図
郭
の
ほ
ぼ

中
心
に
あ
り
、
そ
の
中
心
か
ら
上
下
左
右
に
線
を
オ
フ
セ
ッ
ト
し
た
と
推
定
で
き
る
。
さ
ら
に
、
縦
横
に
張
り
巡

ら
さ
れ
た
グ
リ
ッ
ド
の
線
上
に
は
、
飛
石
園
路
の
踏
分
石
、
大
振
り
の
景
石
、
灯
籠
な
ど
の
石
造
物
の
よ
う
に
、

庭
園
構
成
上
重
要
な
地
物
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
も
特
色
で
あ
る
。
そ
し
て
、
宗
詮
の
作
風
の
ひ
と
つ
と
も
い
え
る

流
れ
は
、
主
要
建
物
に
対
し
て
共
通
し
て
、
お
お
む
ね
四
十
五
度
斜
行
さ
せ
て
配
置
す
る
と
い
う
知
見
も
得
た
。

以
上
か
ら
、
三
代
・
宗
詮
は
、
き
わ
め
て
幾
何
学
的
・
構
築
的
な
感
性
で
庭
園
設
計
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
推
論
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四　

大
阪
の
十
職
に
つ
い
て

　

な
お
木
津
家
に
関
し
て
近
代
工
芸
史
の
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
が
、
三
代
・
木
津
宗
詮
が
組
織
し
た
と
い
う
「
大

阪
の
十
職
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
塗
師
の
河
合
漆
仙
、
竹
篭
師
の
山
本
竹
龍
齋
、
指
物
師
の
芦
田
眞
阿
、
他
に
中
澤
一
夫
、

梅
田
守
一
、
北
川
正
重
、
大
森
金
一
、
そ
し
て
陶
芸
の
白
井
半
七
ら
大
阪
近
辺
の
作
家
か
ら
な
る
会
で
あ
り
、
「
千

家
十
職
」
に
倣
っ
た
、
武
者
小
路
千
家
の
職
方
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
留
意
す
る
べ
き
は
、
三
代
・
宗
詮
が
こ
の
よ
う
な
大
阪
の
工
芸
家
ら
を
集
め
た
背
景
で
あ
る
。

近
世
大
坂
の
工
芸
は
、
堺
に
お
け
る
鉄
砲
製
造
の
流
れ
を
汲
ん
だ
鋳
物
師
が
多
い
。
特
に
江
戸
後
期
に
は
釜
師
を

多
数
輩
出
し
て
お
り
、
武
者
小
路
千
家
の
職
方
で
あ
る
大
国
藤
兵
衛
な
ど
が
こ
の
系
譜
に
は
い
っ
て
い
る
。
ま
た

貿
易
港
と
し
て
唐
木
が
多
く
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
関
係
か
ら
、
指
物
師
も
多
く
、
芦
田
眞
阿
家
な
ど
も
こ
の
系
譜

に
入
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
大
阪
に
陶
芸
の
家
は
少
な
く
、
吉
向
十
三
軒
家
な
ど
は
例
外
的
な
存
在
で
あ
る
。
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「
大
阪
の
十
職
」
に
名
前
を
連
ね
て
い
る
白
井
半
七
家
は
、
関
東
大
震
災
以
降
に
東
京
台
東
区
の
今
戸
か
ら
兵
庫
県

に
移
っ
た
窯
で
あ
り
、
大
阪
の
郷
土
作
家
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。
古
代
よ
り
工
芸
の
先
進
地
域
で
あ
り
続
け

た
京
都
と
は
異
な
り
、
商
業
都
市
で
あ
る
大
坂
に
は
、
幕
末
以
降
に
興
っ
た
工
芸
の
家
が
多
い
点
も
重
要
で
あ
る
。

「
大
阪
の
十
職
」
は
、
宗
詮
が
こ
う
し
た
大
阪
周
辺
の
工
芸
家
を
個
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
集
め
た
と
い
う
性
質

が
強
く
、
歴
史
的
に
千
家
と
結
び
つ
き
の
強
い
職
家
た
ち
に
改
め
て
名
前
を
与
え
た
「
千
家
十
職
」
と
は
性
格
の

異
な
る
組
織
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
武
者
小
路
千
家
の
職
方
を
組
織
す
る
以
上
に
、
大
阪
の
茶
匠
と
し
て
の

木
津
宗
詮
が
主
体
と
な
っ
て
、
郷
土
の
工
芸
界
を
活
性
化
さ
せ
る
目
的
で
創
案
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

五　

今
後
の
課
題

　

文
献
史
研
究
に
お
い
て
、
次
年
度
は
目
録
の
内
容
を
充
実
さ
せ
、
大
阪
歴
史
博
物
館
に
提
供
す
る
と
共
に
茶
書

の
目
録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
出
来
る
限
り
早
い
時
期
に
終
え
、
具
体
的
な
研
究
成
果
公
表
の

前
提
条
件
と
し
た
い
。

　

次
に
、
共
同
で
取
り
組
む
べ
き
研
究
は
木
津
家
・
平
瀬
家
双
方
の
茶
会
記
の
翻
刻
を
終
了
さ
せ
る
と
共
に
、
同

時
代
の
関
連
史
料
の
収
拾
を
行
な
い
、
内
容
分
析
に
着
手
す
る
こ
と
で
あ
る
。
月
一
回
の
輪
読
会
を
関
東
、
関
西

を
会
場
に
し
て
交
互
に
行
う
計
画
で
あ
る
。
茶
会
記
は
、
そ
の
規
模
や
諸
々
の
事
情
で
変
化
す
る
こ
と
は
あ
ろ
う
が
、

何
ら
か
の
形
で
共
同
名
義
で
翻
刻
紹
介
と
し
て
公
表
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
。
内
容
分
析
の
成
果
は
そ
の

解
題
に
反
映
さ
せ
る
の
が
最
も
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

更
に
は
個
々
の
視
点
で
の
研
究
着
手
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
来
年
、
二
〇
一
二
年
が
三
代
・
木
津
宗
詮
の

生
誕
一
五
〇
年
に
当
た
る
。
そ
こ
で
、
初
代
以
来
、
三
代
ま
で
を
中
心
と
し
て
茶
家
・
木
津
家
の
歴
史
を
顕
彰
で

き
う
る
よ
う
な
成
果
公
表
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。
平
瀬
露
香
・
露
秀
親
子
の
茶
の
湯
も
そ
の
中
に
加
味
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
上
記
の
視
点
で
考
え
た
際
、
松
平
不
昧
や
師
事
し
た
禅
僧
の
存
在
は
看
過
し
え
な
い
。
不
昧
や

禅
僧
に
つ
い
て
の
史
料
調
査
も
必
要
に
応
じ
て
行
な
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

「
大
阪
の
十
職
」
に
関
し
て
は
、
引
き
続
き
資
料
の
収
集
を
通
じ
て
、
全
体
像
の
把
握
を
試
み
る
。
ま
た
木
津
家

の
資
料
に
は
松
花
堂
昭
乗
に
関
連
す
る
も
の
が
多
く
、
三
代
・
木
津
宗
詮
も
松
花
堂
の
茶
室
「
閑
雲
軒
」
の
再
現

に
関
わ
っ
て
い
た
（
注
12
）
。
木
津
家
と
関
係
の
深
い
平
瀬
家
に
も
松
花
堂
関
係
の
美
術
品
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い

る
他
、
宗
詮
と
同
時
代
の
大
阪
の
財
界
人
で
あ
る
貴
志
弥
右
衛
門
や
芝
川
又
右
衛
門
ら
も
松
花
堂
写
し
の
茶
室
を

残
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
大
阪
に
お
け
る
松
花
堂
へ
の
関
心
は
無
視
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
た
め
可
能

で
あ
れ
ば
、
再
現
さ
れ
た
閑
雲
軒
（
京
都
府
）
と
旧
芝
川
邸
の
松
花
堂
写
し
（
粟
津
神
経
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
石
川
県
）

な
ど
の
調
査
を
行
な
い
た
い
。

　

建
築
に
関
す
る
今
後
の
課
題
は
、
特
に
図
面
整
理
に
つ
い
て
、
あ
と
残
り
少
し
の
図
面
写
真
撮
影
と
図
面
リ
ス

ト
作
成
が
、
第
一
に
終
わ
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
四
月
中
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
い
。

そ
し
て
、
調
査
対
象
物
件
は
、
今
年
度
調
査
の
確
約
を
得
た
河
内
長
野
吉
年
邸
と
初
代
・
宗
詮
の
遺
構
と
さ
れ
る
、

旧
柳
生
藩
家
老
屋
敷
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
三
代
・
宗
詮
の
作
品
が
現
存
し
、
ま
た
、
武
者
小
路

千
家
と
関
わ
り
の
深
い
香
川
県
へ
調
査
に
行
く
必
要
が
あ
る
。

　

庭
園
に
関
す
る
今
後
の
課
題
は
、
お
お
き
く
三
点
あ
る
。
一
つ
は
、
三
代
・
宗
詮
の
庭
園
に
関
す
る
特
色
の
み

な
ら
ず
、
初
代
お
よ
び
二
代
・
宗
詮
に
つ
い
て
も
調
査
を
す
す
め
る
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
め
は
、
特
に
三
代
・
宗

詮
に
関
し
て
、
図
面
分
析
で
得
ら
れ
た
知
見
を
、
庭
園
現
地
で
も
確
認
を
お
こ
な
う
こ
と
で
あ
る
（
建
物
の
柱
が

並
ぶ
延
長
線
上
に
、
約
石
、
景
石
、
石
造
物
が
位
置
す
る
か
な
ど
の
検
討
）
。
三
つ
め
は
、
宗
詮
の
庭
園
施
工
者
の

解
明
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
京
都
市
の
山
中
定
次
郎
氏
別
邸
庭
園
の
施
工
に
七
代
・
小
川
治
兵
衛
、
そ
の
弟
子

の
岩
城
亘
太
郎
、
植
木
屋
古
木
某
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
東
京
新
宿
の
山
本
唯
三
郎
氏
庭
園
の
施
工
に
根
岸
の

近
代
庭
師
で
あ
る
二
代
・
松
本
幾
次
郎
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
が
、
き
わ
め
て
断
片
的
で
あ
る

た
め
に
そ
の
全
体
像
を
把
握
し
た
い
。
そ
し
て
上
記
の
近
代
庭
師
や
近
代
数
寄
者
（
益
田
克
徳
、
高
橋
義
雄
ら
）
、

近
代
茶
人
（
藪
内
節
庵
ら
）
の
造
庭
と
も
比
較
検
討
し
、
近
代
庭
園
史
に
お
け
る
木
津
宗
詮
の
相
対
的
理
解
を
示

し
て
い
き
た
い
。
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補
注
お
よ
び
引
用
文
献

注
１　

『
松
平
不
昧
伝　

中
』
一
九
一
七
、
一
七
三
頁

注
２　

近
年
の
平
瀬
家
に
関
す
る
研
究
に
は
、
二
〇
〇
八
年
に
大
阪
歴
史
博
物
館
で
催
さ
れ
た
特
別
展
「
な
に
わ

人
物
誌　

没
後
一
〇
〇
年　

最
後
の
粋
人　

平
瀬
露
香
展
」
の
図
録
収
録
の
論
考
以
外
に
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

田
中
豊
「
平
瀬
露
香
と
大
阪
の
茶
の
湯
」（
谷
端
昭
夫
編
・
千
宗
室
監
修
『
茶
道
学
大
系
』
二　

茶
道
の
歴
史
所
収
、

淡
交
社
、
一
九
九
九
年
）

　

池
田
瓢
阿
『
近
代
の
茶
杓　

数
寄
者
た
ち
の
優
美
な
手
す
さ
び
』
淡
交
社
、
二
〇
一
〇
年

注
３　

松
本
康
隆
「
３
代
木
津
宗
詮
の
職
能
と
茶
室
の
全
体
的
把
握
の
た
め
の
基
礎
的
研
究
」
（
『
日
本
建
築
学
会

計
画
系
論
文
集
』
日
本
建
築
学
会
、
No.
六
〇
二
、
一
九
一
～
一
九
八
頁
、
二
〇
〇
六
年
四
月
）
及
び
同
「
近
代
に
お

け
る
茶
室
創
作
の
動
向
に
つ
い
て
ー
三
代
木
津
宗
詮
・
小
林
一
三
・
笛
吹
嘉
一
郎
の
作
風
を
通
し
て
ー
」
（
京
都
工

芸
繊
維
大
学
、
博
士
論
文
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

注
４　

山
田
哲
也
「
浪
華
の
茶
匠
初
代
宗
鳳
・
青
木
凡
鳥
」
（
熊
倉
功
夫
編
『
茶
人
と
茶
の
湯
の
研
究
』
所
収
、
思

文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）

注
５　

『
日
本
人
名
大
辞
典
』
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
七
六
七
頁

注
６　

『
住
友
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
茶
道
具
』
泉
屋
博
古
館
、
二
〇
一
〇
年
、
二
頁

注
７　

前
掲
注
２
文
献
参
照
。

注
８　

平
井
勝
彦
・
市
村
祐
子
編
『
大
庭
屋
平
井
家
茶
会
々
記
集
―
貯
月
菴
宗
従
茶
事
会
記
録
―
』
大
阪
市
史
史

料
第
四
十
八
輯
（
大
阪
市
史
編
纂
所
、
一
九
九
七
年
）

　

市
村
祐
子
「
幕
末
明
治
初
期
茶
道
史
へ
の
一
試
論
―
大
坂
町
人
大
庭
屋
平
井
家
十
代
貯
月
菴
宗
従
の
遠
州
流
茶

道
を
中
心
と
し
て
―
」
（
野
村
美
術
館
学
芸
部
編
『
野
村
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
七
号
、
財
団
法
人
野
村
文
華
財
団
、

一
九
九
八
年
）

　

市
村
祐
子
「
大
坂
に
お
け
る
幕
末
・
明
治
初
期
の
町
人
文
化
―
大
庭
屋
平
井
家
の
歴
代
当
主
と
遠
州
流
茶
道
―
」

（
前
掲
注
２
熊
倉
功
夫
編
『
茶
人
と
茶
の
湯
の
研
究
』
所
収
）

注
９　

『
瓶
史
』
の
目
次
一
覧
は
熊
倉
功
夫
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
『
武
者
小
路
』
も
同
様
の
手
法
を

取
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
『
武
者
小
路
』
が
創
刊
さ
れ
た
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
は
上
田
宗
箇
流
の

流
儀
誌
『
和
風
』
も
創
刊
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
後
し
て
、
茶
の
湯
界
に
多
数
の
誌
面
が
登
場
し
た
こ
と
は

筒
井
紘
一
「
茶
道
誌
『
淡
交
』
の
あ
ゆ
み
―
通
巻
八
〇
〇
号
に
よ
せ
て
」
（
『
淡
交
』
平
成
二
十
三
年
二
月
号
、
淡

交
社
）
に
詳
し
い
。

注
10　

注
３
に
同
じ
。

注
11　

注
３
に
同
じ
。

注
12
『
大
正
茶
道
記
三
』
淡
交
社
、
一
九
九
一
年
、
一
三
七
頁



平
成
二
十
一
年
度
茶
道
文
化
学
術
助
成
研
究
と
し
て
提
出
さ
れ
た
研
究
報

告
書
の
一
件
を
こ
こ
に
纏
め
て
編
集
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
研
究
報
告
書
に
添
付
さ
れ
た
資
料
・
図
表
等
は
、
す
べ
て

掲
載
致
し
て
お
り
ま
す
。	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〒
一
六
〇-

〇
〇
一
七 

東
京
都
新
宿
区
左
門
町
二
十

 

　
　

財
団
法
人 

三
徳
庵
　
事
務
局
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